
 

 

市長とPTA連合協議会役員のタウンミーティング 議事概要 

 

開催日時：11月 5 日（木）16 時30分～17時40分 

開催場所：秘書課応接室 

出  席 者：〈豊中市ＰＴＡ連合協議会〉（以下、「連Ｐ」という） 

     吉田会長（庄内さくら）、藤井会長代行（四中）、 

坂本会長代行（新田南）、西田広報副委員長（桜井谷）、 

松田生活安全委員長（十一中）、 

〈豊中市〉 

長内市長、岩元教育長、小野事務局長、大澤社会教育課長、岸田主幹、 

佐々本主査、岡田主査（秘書課） 

 

１．会長あいさつ 

吉田連Ｐ会長から、挨拶があった。 

併せて、市長はじめ秘書課と教育委員会に対して、例年実施している市長表敬訪

問の形から、今回のようなタウンミーティング形式を受け入れていただくとともに、

開催の時間調整もしていただいたことについて、御礼があった。 

 

２．会長から報告 

 吉田会長から、役員会においてドラッカーのマネジメントやマーケティング手法 

を参考にしてPTAを再定義したこと、コロナ対策において教育委員会と連携して対 

応していること、毎回の役員会に教育委員会から事務局長、教育長ほか該当する課 

長が出席し情報共有をしていることについて、報告があった。 

 

3．役員の自己紹介 

各役員から、自己紹介と挨拶があった。 

 

4．コロナ対策 

長内市長から、連Pに対して、教育委員会と連携して各校PTAの保護者へ情報共

有していることについて、御礼があった。 

また、豊中市内に保健所がある点を踏まえて、本市内での充実した医療体制や検

査体制をしている旨、説明があった。 

坂本会長代行から、長引くコロナの影響で生じてくる心配事として、児童生徒間

の学力格差や不登校となっている児童生徒の心の問題について、発言があった。 

長内市長から、コロナ対策の観点からもギガスクール構想を進めていきたい旨、

説明があった。 

岩元教育長から、子ども達の自粛期間中の精神的苦痛の大きさや自粛明けからの

勉強のスピードについていく大変さへのケアが今後の課題である旨、発言があった。 



 

 

５．タブレット授業 

長内市長から、豊中市で進めている「一人一台タブレット」の授業について説明

があった。 

吉田会長から、児童生徒へのタブレット配布について、庄内さくら学園中学校で

はしっかりと保護者説明会（12月上旬予定）をしてから配布する旨、報告があっ

た。また、管理職やベテランの教師がタブレットの操作方法を若い教師から教えて

もらうなど、年齢や役職を越えた会話ができているようで、職員室の中で和やかな

雰囲気が流れている旨、報告があった。 

西田広報副委員長から、一人一人の児童生徒の勉強の進み具合や成績の優劣に対

応した指導ができるタブレット授業の良さについて発言があった。 

岩元教育長から、時代の変化に応じた学校教育の新しい価値観の一つになるきっ

かけとなって欲しい旨、発言があった。 

 

６．コロナ禍の中のPTA活動の報告 

西田広報副委員長から、桜井谷小学校PTAのキャラクターを使った啓発や広報の

活動をはじめ、PTAや地域の力によって街が活性化されている旨、報告があった。 

藤井会長代行から、コロナの影響でPTA活動が縮小される事が多かったが、その

反面、書面による総会の開催やオンラインを使っての実行委員会の開催といった

PTA活動の見直しを図るとともに、これにより会議時間が短縮されている旨、報告

があった。 

長内市長から、市でもWEBを使った表彰や豊中まつり等の事業を行っているが、

今後もコロナの苦境をバネにできるような事業を行っていきたい旨、報告があった。 

 

７．体育館のスポットクーラー 

   吉田会長から、体育館にスポットクーラーが設置され、授業やクラブ活動での

熱中症対策において大変好評であることについて、御礼があった。 

   長内市長から、本格的なエアコンの設置には時間と経費を要し、早急な対応が

必要であったため、スポットクーラーを設置したことについて、発言があった。 

 

８．PTA大会WEB開催 

吉田会長から、今年度のPTA大会はWEBで開催し、PTA活動の成功事例やPTA役

員のディスカッション等を発信して、各小中学校PTAと様々な情報を共有できるよ

うな内容の計画を検討している旨、説明があった。 

長内市長から、今年度ならではの逆境を力に変える新しい試みのPTA大会に期待

している旨、発言があった。 

 

９．PTAの在り方 

   長内市長から、他市の市長選挙で「PTAについて考え直す」といった内容が政



 

策の一つとして挙げられた事について説明があった。 

   松田生活安全委員長から、世の中のPTAへの考え方や保護者のPTAに対する姿勢

が変わってきている事を踏まえ、PTAの在り方を今一度再考し、第十一中学校PTA

活動の見直しを行っている旨、報告があった。 

   坂本会長代行から、小学校東部ブロックではPTAアンケートを実施して、PTAの

現状や保護者の思いを共有している旨、報告があった。 

   吉田会長から、今年度は例年になく毎回の役員会で教育委員会との連携を頻繁

に取る事に注力しており、特に今年はコロナに伴う対策「熱中症対策の飲料水配

布」「連P発のコロナ対策の啓発文書」やPTA活動の連携や見える化と言った「各

学校と連Pでホームページの相互リンク」などについての活動や要望を行っている

旨、報告があった。 

   併せて、小野事務局長から、「中学校給食実施の意見募集」では連Pの協力によ

り、保護者の皆様から多数の意見をいただいた旨、報告があった。 

 

１０．今後のPTA 

   長内市長から、今後も市とPTAが協力し合って、有意義で楽しい事業や活動を

行いたい旨、挨拶があった。 

   吉田会長から、連Pで新しい時代のPTAを提案する『豊中STYLE』を作成し全国

に発信したい旨、挨拶があった。 

 

 

 

 

  



 

 
 

 

 

 

 

  



 

 
 

 

 

 

 


